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賛
成
賛
成

自
由
民
主
党

■
令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
税
収
等
の
動

向
を
見
極
め
、
財
政
調
整
基
金
の
更
な

る
活
用
や
事
業
の
取
捨
選
択
を
行
い
つ

つ
予
算
執
行
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

■
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
促
進
・
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
に
つ
い
て
、
前
回
参
加

で
き
な
か
っ
た
飲
食
店
が
参
加
で
き
る

情
勢
が
整
い
次
第
、
早
急
に
実
施
を
。

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
保
育
園
の
登

園
自
粛
要
請
を
し
た
場
合
で
も
保
育
料

の
返
還
が
な
い
。
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
保
育
料
返
還
に
関
し
て
の
一
定
の
ル

ー
ル
を
規
定
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

■
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
た
め
の
墨
田

区
基
本
指
針
で
は
、
屋
内
及
び
施
設
内

の
屋
外
で
の
喫
煙
が
対
象
で
、
屋
外
で

の
受
動
喫
煙
防
止
に
関
す
る
法
令
上
の

規
定
が
な
い
。
条
例
等
の
整
備
と
屋
外

喫
煙
所
の
増
設
を
求
め
る
。

賛
成
賛
成

公
　
明
　
党

■
社
会
状
況
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
等
を
見
据
え
た
施
策
を

効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、

事
務
事
業
の
見
直
し
や
改
善
に
向
け
た

取
組
な
ど
、
不
断
の
努
力
に
徹
し
、
弾

力
的
な
補
正
予
算
の
編
成
、
執
行
と
な

る
よ
う
求
め
る
。
持
続
可
能
な
行
政
基

盤
確
立
の
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
の

更
な
る
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

■
「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
に
恥
じ
な

い
多
様
性
の
創
出
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
を
改
め
て
求
め
る
。

■
D
X
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
他
区
の

先
進
事
例
を
取
り
入
れ
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
向
け
、
変
化
に
順
応
で
き
る

D
X
マ
イ
ン
ド
醸
成
に
尽
力
す
る
べ
き
。

■
意
見
等
は
区
民
の
声
と
し
て
受
け
止

め
、
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
十
分

し
ん
し
ゃ
く
の
上
、
今
後
の
区
政
運
営

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

反
対
反
対

日
本
共
産
党

■
区
長
は
「
喫
緊
の
行
政
需
要
に
対
し

て
優
先
的
に
財
源
を
投
入
し
て
い
く
」

と
す
る
が
、
区
民
税
と
特
別
区
交
付
金

が
1
0
0
億
円
も
の
増
収
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
そ
の
多
く
が

基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
お
り
、
相
変

わ
ら
ず
暮
ら
し
に
冷
た
い
予
算
で
あ
る
。

■
保
健
所
で
は
過
酷
な
超
過
勤
務
が
2

年
以
上
続
い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
危
機
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
保
健
所
の
体
制
強
化
、

正
規
職
員
の
増
員
を
改
め
て
求
め
る
。

■
墨
田
区
住
宅
基
本
条
例
に
沿
っ
た
住

宅
施
策
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。「
住
宅

は
人
権
・
福
祉
」
と
位
置
付
け
、
公
的

住
宅
の
整
備
や
家
賃
助
成
制
度
の
創
設

等
、
住
宅
施
策
の
抜
本
的
拡
充
を
。

■
経
済
効
率
重
視
で
自
己
責
任
を
押
し

付
け
る
新
自
由
主
義
か
ら
の
転
換
を
図

り
、
一
人
一
人
の
命
と
暮
ら
し
を
大
切

に
す
る
区
政
の
実
現
を
求
め
る
。

反
対
反
対
墨
田
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

■
区
長
の
予
算
に
対
す
る
志
向
は
、
総

じ
て
現
状
維
持
か
つ
予
算
を
使
い
切
ら

ず
に
基
金
へ
の
積
立
て
と
い
う
消
極
的

な
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
区

内
産
業
を
更
に
苦
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

■
多
額
の
寄
付
金
が
北
斎
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
来
館
者
数
は
激

減
し
て
お
り
、
事
業
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
た
め
、
公
金
の

円
滑
な
運
用
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
賛
成

無
　
所
　
属

■
区
長
は
区
民
目
線
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る
と
す
る
一
方
で
、

出
張
所
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導

入
は
1
か
所
に
留
ま
っ
て
い
る
。
よ
り

充
実
し
た
D
X
推
進
を
強
く
求
め
る
。

■
現
在
、
区
立
小
学
校
25
校
中
、
20
校

で
実
施
さ
れ
て
い
る
放
課
後
子
ど
も
教

室
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
20
校
で
実
施

で
き
た
要
因
分
析
等
を
行
い
、
全
小
学

校
で
の
早
期
実
施
を
強
く
要
望
す
る
。

予 算 特 別 委 員 会 の も よ う

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
の
大
規
模
改

修
事
業
に
つ
い
て

問

隅
田
公
園
の
再
整
備
が
進
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
に
は
向
島
エ
リ
ア
に
多
く

の
観
光
客
が
回
遊
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
こ
の
エ
リ
ア
の
郷
土
文
化
資
料
館
に
お

け
る
来
年
度
の
大
規
模
修
繕
事
業
で
は
、
大

学
と
連
携
し
た
向
島
の
歴
史
観
光
案
内
板
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
い
く
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

答

平
成
23
年
度
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
10

年
が
経
過
し
て
お
り
、
情
報
の
更
新

や
多
言
語
対
応
等
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
千
葉
大
学
と
協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
更
新
に
当
た
っ
て
は
地
元
町

会
等
の
ご
意
見
も
伺
い
、
検
討
の
場
を
設
け

た
上
で
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

水
害
時
避
難
に
係
る
マ
ン
シ
ョ
ン
と
の

協
定
に
つ
い
て

問

水
害
時
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
協

定
を
締
結
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が

21
件
と
い
う
の
は
非
常
に
少
な
い
。
江
戸
川

区
は
マ
ン
シ
ョ
ン
と
直
接
協
定
を
結
ぶ
の
で

は
な
く
、
町
会
等
と
防
災
協
定
を
結
ぶ
等
の

工
夫
を
し
て
い
る
。
様
々
な
工
夫
や
方
法
等

を
考
え
、
実
施
し
て
い
く
べ
き
。

答

今
年
度
中
に
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
改
定
予
定
で
あ
り
、
7
月
ま
で
に

全
戸
配
布
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
併
せ
て
、

協
定
締
結
後
の
防
災
対
策
用
資
機
材
の
交
付

と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
含
め
、
全
て
の

区
民
に
対
し
て
協
定
に
係
る
周
知
を
徹
底
し
、

協
定
の
件
数
を
増
や
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。国

民
健
康
保
険
料
の
引
下
げ
に
つ
い
て

問

国
保
に
は
、
加
入
者
に
所
得
の
低
い

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
、
人
頭
税

と
も
言
え
る
均
等
割
に
よ
り
、
他
の
保
険
制

度
と
比
べ
て
保
険
料
が
高
く
な
る
な
ど
の
構

造
的
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
を
放
置
し
た
ま
ま
、

保
険
料
を
繰
り
返
し
値
上
げ
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
が
、
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
取
組
を
し
て
き
た
の
か
。

答

国
の
医
療
保
険
制
度
の
中
で
国
民
健

康
保
険
制
度
の
位
置
付
け
が
あ
り
、

国
や
地
方
自
治
体
の
公
費
負
担
等
を
含
め
て

保
険
料
で
賄
う
分
と
公
費
で
賄
う
分
が
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
国
の
制
度
で
全
て
保
険
料
で

賄
う
と
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
区
費

を
投
入
を
す
る
こ
と
等
で
保
険
料
の
引
下
げ

に
つ
い
て
考
慮
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。小

・
中
学
校
で
の
読
書
率
を
上
げ
る
た

め
の
指
導
に
つ
い
て

問

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
に
よ
る

と
、
本
を
読
ま
な
い
児
童
・
生
徒
の

割
合
は
、
平
成
30
年
度
の
デ
ー
タ
で
、
中
学

校
3
年
生
が
30
・
55
％
、
小
学
校
6
年
生
が

23
％
で
あ
る
。
児
童
、
生
徒
の
読
書
率
を
高

め
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
と
考
え
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

小
学
校
高
学
年
で
は
、
学
校
図
書
館

を
活
用
し
て
図
書
の
時
間
等
を
計
画

的
に
設
定
し
、
読
書
機
会
を
持
た
せ
る
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
る
。
中
学
生
で
は
、
朝
読

書
の
時
間
を
設
定
し
読
書
時
間
を
確
保
し
た

り
、
本
の
内
容
を
ま
と
め
た
帯
づ
く
り
等
の

機
会
を
持
た
せ
る
な
ど
、
読
書
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
く
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
。

北
斎
美
術
館
の
来
館
者
数
を
増
や
す
取

組
に
つ
い
て

問

北
斎
美
術
館
は
、
墨
田
区
に
対
す
る

経
済
効
果
と
地
域
貢
献
と
い
う
理
由

か
ら
建
て
ら
れ
た
が
、
来
館
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
現
在
で
は
、
年
間
5
0
0
0
人

を
割
っ
て
い
る
。
今
後
、
来
館
者
数
を
増
や

し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
全
国
的
に
美

術
館
等
は
来
館
者
数
が
激
減
し
て
お

り
、
北
斎
美
術
館
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向

で
あ
る
。
今
後
の
集
客
策
に
つ
い
て
は
、
企

画
の
内
容
、
P
R
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
来
年
度
は
特
に
「
鬼
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
企
画
展
を
用
意
し
て
お
り
、
魅
力

あ
る
企
画
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
の
区
外
転
出
を
抑
制

す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
の
流
出
、
転
出
超

過
と
い
う
の
は
世
代
間
の
ば
ら
つ
き

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
地
域
力
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
極
力
避
け
た
い
と
考
え
る
。

今
後
も
そ
う
し
た
動
き
に
対
処
し
て
い
く
べ

く
、
一
定
の
施
策
は
行
っ
て
い
く
と
い
う
考

え
な
の
か
。

答

魅
力
あ
る
公
園
の
整
備
や
、
学
力
向

上
を
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く
取
組

な
ど
、
様
々
な
施
策
を
し
っ
か
り
と
準
備
し

て
い
く
こ
と
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
に
転
入

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
持
続
可
能
な
も
の

と
し
て
い
き
た
い
。

食
品
ロ
ス
の
削
減
を
S
D
G
s
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
各
委
員
と
も
賛
同
の
意
向
を
示
し
、
食
品

ロ
ス
削
減
の
取
組
を
新
た
に
事
業
系
の
も
の

に
も
拡
充
し
て
い
く
と
と
も
に
、
S
D
G
s

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
求
め

る
こ
と
で
合
意
し
た
。

委
員
間
討
議
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
審
議
で
は
、
議
員

が
区
長
等
に
対
し
て
質
疑
を
行
う
こ
と
が

中
心
で
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
委
員

同
士
で
討
議
を
行
い
、
議
論
を
深
め
合
意

形
成
を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
実
り
あ
る
審

議
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令和4年度 墨田区各会計歳入歳出予算額
総額　1,781億3,300万円
一般会計
 1,226億9,800万円
国民健康保険特別会計
 268億1,100万円
介護保険特別会計
 222億5,100万円
後期高齢者医療特別会計
 63億7,300万円

予
算
特
別
委
員
会
委
員
（
16
人
）

◎
樋　
口　
敏　
郎
（
自
民
党
）

〇
た
き
ざ
わ
正
宜
（
自
民
党
）

　
藤　
崎　
こ
う
き
（
自
民
党
）

　
坂　
井　
ユ
カ
コ
（
自
民
党
）

　
中
村
あ
き
ひ
ろ
（
立
憲
墨
）

　
堀　
　
よ
し
あ
き
（
無
所
属
）

　
あ
さ
の　
清　
美
（
共
産
党
）

　
佐　
藤　
　
　
篤
（
自
民
党
）

　
加　
藤　
　
　
拓
（
自
民
党
）

　
は
ね
だ　
福　
代
（
公
明
党
）

　
と　
も　
宣　
子
（
公
明
党
）

　
高　
橋　
正　
利
（
公
明
党
）

　
大　
瀬　
康　
介
（
墨
田
オ
）

　
福　
田　
は
る
み
（
自
民
党
）

　
お
お
こ
し
勝
広
（
公
明
党
）

　
高　
柳　
東　
彦
（
共
産
党
）

　
　
（
◎
委
員
長　
○
副
委
員
長
）

賛
成
賛
成
立
憲
民
主
党
墨
田
区
議
団

■
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に
よ
る
影
響
か
ら
区

民
生
活
を
守
る
た
め
、
日
本
共
産
党
の

「
編
成
替
え
を
求
め
る
動
議
」
に
は
賛

同
す
る
が
、
動
議
が
可
決
さ
れ
な
い
場

合
は
、
行
政
運
営
を
停
滞
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
、
原
案
に
賛
成
す
る
。

■
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
緊
急
時
に
は

政
治
判
断
で
給
食
費
無
償
化
等
を
行
い
、

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
よ
う
求
め
る
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
委
員
間
討
議

主
な
委
員
間
討
議



人が輝く いきいき すみだすみだ区議会だより　2022年（令和4年）4月28日 （8）

会 派 等 の 所 属 議 員
略 称 会  派  名  等 所属議員名（五十音順）

自民党 墨田区議会自由民主党

沖山　仁、加藤　拓、かんだすなお、木内　清、
坂井ひであき、坂井ユカコ、佐藤　篤、
しもむら緑、たきざわ正宜、田中邦友、
樋口敏郎、福田はるみ、藤崎こうき

公明党 墨田区議会公明党 おおこし勝広、加納　進、じんの博義、
たかはしのりこ、高橋正利、とも宣子、はねだ福代

共産党 日本共産党墨田区議会議員団 あさの清美、高柳東彦、としま剛、はらつとむ、
山下ひろみ

立憲墨 立憲民主党墨田区議団 渋田ちしゅう、中村あきひろ
きずな 地域連合「すみだの絆」 田中　哲
墨民主 墨田民主クラブ あべきみこ
墨田オ 墨田オンブズマン 大瀬康介
新すみ 新しいすみだ 井上ノエミ
無所属 無所属 堀よしあき

 令和3年度定例会2月議会　議決議案の審議結果 ○賛成　×反対

件　　名
会派名等　（　）内は所属議員数

議決
結果

自民党 公明党 共産党 立憲墨 きずな 墨民主 墨田オ 新すみ 無所属

（13） （7） （5） （2） （1） （1） （1） （1） （1）

区
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

予
　
　
算

令和3年度墨田区一般会計補正予算（議案第62号） ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
令和3年度墨田区国民健康保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
令和3年度墨田区介護保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
令和4年度墨田区一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
令和4年度墨田区国民健康保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
令和4年度墨田区介護保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
令和4年度墨田区後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
令和3年度墨田区一般会計補正予算（議案第84号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和4年度墨田区一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条
　
　
例

墨田区附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
墨田区木造住宅耐震改修促進助成条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
墨田区私道整備助成条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
墨田区道における道路構造の技術的基準等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
墨田区道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
墨田区立公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
墨田区立校外学園条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
墨田区手数料条例の一部を改正する条例（議案第81号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
墨田区手数料条例の一部を改正する条例（議案第86号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
墨田区国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

契約 財産の取得の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
人事 墨田区監査委員選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
そ
の
他

墨田区亀沢保育園の指定管理者の指定について ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更に係る協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

委
員
会

提
出
議
案

条
例

墨田区議会議員の政治倫理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
墨田区歩きスマホによる事故等の防止対策の推進に関する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

議

員

提
出
議
案

意
見
書
「歩きスマホ」の禁止に係る法整備に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会　議　名 開会時刻 傍聴席

 5月 20日（金曜日）
議会運営委員会 午前11時30分 17階

 5月 26日（木曜日）

 5月 27日（金曜日） 本会議（招集議会） 午後1時 19階

 6月 6日（月曜日）
議会運営委員会 午前11時30分 17階

 6月 10日（金曜日）

 6月 13日（月曜日） 本会議（6月議会初日）

午後1時 19階 6月 14日（火曜日）
本会議

 6月 15日（水曜日）

 6月 21日（火曜日） 子ども文教委員会

午後1時 17階
 6月 22日（水曜日） 地域産業都市委員会

 6月 23日（木曜日） 区民福祉委員会

 6月 24日（金曜日） 企画総務委員会

 6月 29日（水曜日） 議会運営委員会 午前11時30分 17階

 6月 30日（木曜日） 本会議（6月議会最終日） 午後1時 19階

【今後の会議日程（予定）】

※この会議日程は予定ですので、変更が生じる場合があります。

12
月
緊
急
議
会
を
開
き
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る「
墨
田
区
一
般

会
計
補
正
予
算
」を
全
会
一
致
で
可
決

　
墨
田
区
議
会
は
令
和
3
年
度
定
例
会
12
月
緊
急
議
会
を
12
月
23

日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
緊
急
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事

業
費
と
、
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
費
の
追
加
に
係
る

補
正
予
算
（
70
億
7
0
0
万

円
）
を
審
議
す
る
た
め
、
緊

急
的
に
開
い
た
も
の
で
す
。

　
本
会
議
で
は
、
区
長
提
出

議
案
「
令
和
3
年
度
墨
田
区

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11

号
）」
の
提
案
説
明
が
あ
り
、

所
管
の
企
画
総
務
委
員
会
に

審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。
同

委
員
会
で
議
案
を
審
査
し
た

後
、
本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

12月緊急議会のようす

緊急議会　議決議案の審議結果
12月緊急議会では、区長提出議案1件について、全会一致で可決しました。

予算 令和3年度墨田区一般会計補正予算（第11号）

―議長と区長が共同で声明を発表しました―

ロシアによるウクライナ侵略を非難する声明
　ウクライナをめぐる情勢については、昨年末以来、国境付近におけるロシ
アの軍備増強が続く中、我が国を含む国際社会による、緊張の緩和と事態
の打開に向けた、懸命な外交努力が重ねられてきたところであるが、2月24
日、ロシアは、ウクライナへの侵略を開始した。
　ウクライナでは一般市民を含む多数の死傷者が出ていることと、ロシアが
核兵器の使用を示唆していることに対しては、我が国は唯一の戦争被爆国で
あり、第二次世界大戦における東京大空襲等により、多くの尊い命を失った
経験を持つ墨田区として、強い憤りを覚える。
　このようなロシアの行動は、明らかにウクライナの主権及び領土の一体性
を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、国連憲章の重
大な違反である。
　力による一方的な現状変更は断じて認められず、この事態は、国際社会の
秩序の根幹を揺るがしかねない極めて深刻な事態である。
　よって、墨田区は、ロシア軍による侵略を最も強い言葉で非難するととも
に、ロシアに対し、即時に攻撃を停止し、部隊をロシア国内に撤収するよう
強く求めるものである。
　また、政府におかれては、ウクライナに在住する邦人の安全確保に全力を
尽くすとともに、ウクライナの平和を一刻も早く取り戻すために、国際社会と
の緊密な連携を強く求めるものである。
　　令和4年3月3日

墨田区長　山　本　　　亨　　墨田区議会議長　木　内　　　清


